
一緒に考えよう！未来の公共施設①一緒に考えよう！未来の公共施設①一緒に考えよう！未来の公共施設①一緒に考えよう！未来の公共施設①

　市が保有する公共施設は、その半数以上が建築後 30 年以上経過し、近い将来、大規模な改

修や建替えなどの検討が必要になります。その一方で、市の財政状況や今後の人口減少・少子

高齢社会を考えると、今ある公共施設を全て建て替えることは難しい状況です。

　そのため市では、公共施設の適正配置について、これまで段階的に取り組んできました。

　平成 28 年度には、小中学校や集会施設などの「類型」ごとに、今後の適正配置に関する方

針（基本的な考え方）を示す「筑西市公共施設適正配置のための基本方針」を策定しました。

平成 29 年度からは、順次、市民や利用団体の皆様に説明し、ご意見をいただく場を設けてま

いります。
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職業体験で市役所を訪れた２人の高校生。

「ちっくん」の不思議な力で 20 年後の

筑西市を見ることになる。

明るい未来を想像して

いた２人は意外な施設の

現状を目にすることに…



筑西市の将来人口の比較（平成27年と平成47年の予測値）

公共施設の更新費用シミュレーション
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△21,103 人
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△16,818 人

1,003 人
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平成 27 年項　目 平成 47 年 比較増減

　筑西市も、全国の多くの自治体と同様に、長期的に人口減少が続くと見込まれます。20年後の平成47年に

は総人口が83,470人（平成27年対比約△20％）に、総人口のうち約36％が65歳以上の高齢者になると予測

され、人口減少・少子化に加え高齢者の割合が高まる超高齢化が進むと見込まれます。

　将来の人口減少を見通した場合に、施設数等が適正規模にあるのかを検討する必要があります。
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〔お問い合わせ〕行政改革推進課 ☎0296－24－2180　メール：gyousei@city.chikusei.lg.jp

直近5年平均

公共施設

投資的経費

既存更新及

び新規整備

築30年～ 50年の

老朽化した施設の

大規模改修費を

10年間に分散

１.８倍

大規模改修
築41年以上60年未満の公共施設の大規模改修
建替え

既存更新分
新規整備分

用地取得分
既存更新分（5 箇年度平均）

既存更新分＋新規整備分（5 箇年度平均）
既存更新分＋新規整備分＋用地取得分（5 箇年度平均）

直近５年平均

公共施設投資的経費

既存更新分及び新規整備分

11.58 億円

40 年間の

更新費用総額

815.5 億円

現在までのストック

28.5 万㎡

年更新費用の試算

20.4 億円

既存更新分及び新規整備分

1.8 倍
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何もしない（問題の先送り）

無理な借金で対応（無計画）

早期決断・対応（計画的・戦略的）

【考えられるシナリオ】

第３のシナリオ

適正配置・適正管理

第２のシナリオ

財政破綻

第１のシナリオ
＜選択①＞

＜選択②＞

＜選択③＞

筑西市は

第３のシナリオを

目指しています。

筑西市が進むべき道は？

・現在の公共施設を維持するには、今後 40 年間で 815.5 億円（1 年当たり20.4 億円）必要です。

・公共施設にかかる現在の財源（1 年当たり11.58 億円）をキープできたとしても、約 1.8 倍かかります。

将来も必要な公共サービスが受けられるように、
公共施設のあり方を一緒に考えていきましょう！

公共施設の利用中止　公共施設が崩壊


